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１ 食品ロス削減推進計画について 

 ⑴ 概要 

食品ロス削減推進計画は、本市における食品ロス削減に関する施策を総合的かつ計画的に推進するた

め、令和元年１０月に施行された食品ロスの削減の推進に関する法律に基づいて定めており、令和３年

３月に改定した広島市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の中の食品ロス削減に係る行動計画等に位置付

けている。 

また、現行の食品ロス削減推進計画は、令和５年４月に施行した広島市食品ロス削減推進条例の規定

により、同条例に基づいて定められた食品ロス削減推進計画としてみなすこととしている。 

 

 ⑵ 施策展開 

食品ロスの削減に関する施策については、広島市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画における     

「基本方針１：市民・事業者・行政が一体となったごみの減量とリサイクルの推進」に係る行動計画の

項目のうち、「ウ 食品ロス削減」に基づいて、３つの観点から展開している。 

 

 

【基本方針１】：市民・事業者・行政が一体となったごみの減量とリサイクルの推進 

【行動計画（ウ 食品ロス削減）】 

家庭系生ごみの減量 

事業系生ごみの減量 

事業系生ごみのリサイクルの促進 

 

２ 実施状況の報告について 

広島市食品ロス削減推進条例の第７条第６項において「市長は、毎年、食品ロス削減推進計画に基づく

施策の実施状況を広島市廃棄物減量化・資源化等推進審議会及び市議会に報告するとともに、これを公表

するものとする。」とされているため、広島市廃棄物減量化・資源化等推進審議会及び市議会に食品ロス

削減推進計画に基づく施策の実施状況を報告し、公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和５年度の施策の実施状況一覧 

 
食品ロス削減推進計画 

に記載している施策 
令和５年度の施策の実施状況 

家 

庭 

系 

生 

ご 

み 

の 

減 

量 

○食品ロス削減キャンペーン

「スマイル！ひろしま」の推進 

①市民・事業者・行政の三者協

働による食品ロス削減運動の

実施 

②エコクッキングの推進 

③家庭系生ごみリサイクル講

習会の実施 

④学生等と連携したごみ減量

等活動の推進 

⑤イベントと連携した食品ロ

ス削減の普及啓発の推進 

⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

ア 「ごみ減らそうデー」の実施【①】 

イ ごみ減量・リサイクルに関するチラシ等の作成【①】 

ウ 勉強会の開催【①】 

エ フードバンクに関する周知啓発【①】 

オ ごみ減量啓発ＤＶＤの市民への貸出及びＹｏｕＴｕｂｅへの公開【①】 

カ 食品ロス削減に関する取組の周知啓発【①】 

キ 食品ロス削減推進サポーターの育成【①】 

ク 食品ロス削減イベントの開催【①・⑤】 

ケ 環境イベント等への出展に合わせたクイズ・フードドライブの実施【①・⑤】 

コ エコクッキング教室等の開催【②】 

サ 生ごみリサイクル講習会の開催【③】 

シ 環境講座の実施【④】 

ス 「わたしたちの広島」及び「ごみのおはなし」における周知啓発【④】 

セ パネル展示の実施【④】 

ソ 家庭系廃食用油の回収の促進【④】 

タ 学生と連携したエコクッキングレシピ・動画作成及びエコクッキング教室の開催【④・⑤】 

チ 啓発パネル等の啓発物品の貸出【⑤】 

⑵ その他の関連施策 

 ア エシカル消費の普及啓発 

イ わ食（和食・輪食・環食）の推進 

ウ 食農推進事業 

エ 食育リーフレットの作成 

オ 学校における各教科の指導の充実 

事 

業 

系 

生 

ご 

み 

の 

減 

量 

○食べ残しゼロ推進協力店及

び食品ロス削減協力店制度に

よる食品ロスの削減 

・食品リサイクル法の周知を図

り、スーパーマーケットや外食

産業など食品関連事業者の食

品廃棄物の排出抑制やリサイ

クルを推進 

⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

ア 「食品ロス削減協力店」の登録・ＰＲ 

イ スーパーマーケット等と連携した「てまえどり運動」の実施 

ウ 外食時の食品ロス削減の推進 

エ 環境講座の実施（再掲） 

オ フードバンクに関する周知啓発（再掲） 

カ 食品ロス削減推進サポーターの育成（再掲） 

キ 勉強会の開催（再掲） 

⑵ その他の関連施策 

ア 商品寄贈による社会福祉貢献活動 

イ ６次産業化サポート事業 

ウ エシカル消費の普及啓発（再掲） 

エ わ食（和食・輪食・環食）の推進（再掲） 

オ 食農推進事業（再掲） 

カ 食育リーフレットの作成（再掲） 

キ 学校における各教科の指導の充実（再掲） 

事
業
系
生
ご
み
の 

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進 

○食品ロスの循環利用システ

ムの構築 

・手つかず食品等の食品ロスに

ついて、リサイクル技術の研究

やモデル事業の実施などを行

い、飼料や堆肥等として活用さ

れる、循環型の事業システムの

構築を検討 

⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

ア 食品リサイクル・ループ形成に向けた取組 

イ 食品リサイクル施設の周知 

広島市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 
（食品ロス削減推進計画） 

資料１ 
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４ 家庭系生ごみの減量に関する施策の実施状況 
⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 
ア 「ごみ減らそうデー」の実施 

毎月１日を「ごみ減らそうデー」とし、スーパーマーケットの店頭 
でのパネル展示やアンケートの実施等により、買物客に食品ロス削減 
の取組等を呼びかけた。また、８月にはリサイクル工作教室を同時に 
開催した。 

 ＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：８回 
・ 合計参加者数：７８３人 

 
イ ごみ減量・リサイクルに関するチラシ等の作成 

食品ロス削減を含むごみ減量・リサイクルに関するチラシを作成し、町内会等を通じて配布した。 
また、市内への転入者等に配付しているごみ出しハンドブック「ひろしまエイト」で、食品ロス削減に

ついて周知を図った。 
 
  ウ 勉強会の開催 
    広島市ごみ減量・リサイクル実行委員会の開催に併せて、事業者の取組について事例紹介いただく勉強会

を開催した。 
   ＜勉強会の内容＞ 

・ プラスチックごみ削減・リサイクルの取組【イオンリテール株式会社中四国カンパニー】 
・ 店頭を利用したペットボトル回収について【株式会社セブン－イレブン・ジャパン】 
・ 「食品ロス削減月間」におけるmottECO検証事業実施について【株式会社そごう・西武そごう広島店】 
 

  エ フードバンクに関する周知啓発 
    フードバンクの概要や市内で活動するフードバンク団体等について、チラシ・本市ＨＰにより周知を図

った。 
 

オ ごみ減量啓発ＤＶＤの市民への貸出及びＹｏｕＴｕｂｅへの公開 
食品ロスの削減を含むごみの減量やリサイクルの方法などを紹介したＤＶＤを作成し、市内の小・中学校

における環境教育での活用のほか、市民等に無償で貸し出すとともに、ＹｏｕＴｕｂｅへ公開した。 
 

カ 食品ロス削減に関する取組の周知啓発 
    国が実施する「食品ロス削減推進表彰」や「食

品ロス削減に取り組む事業者の公表制度」につい
て、市民、事業者等に周知を図った。また、１０
月の食品ロス削減月間に国が作成したポスターの
掲示を行うとともに、各種イベントにおいても掲
示した。 

 
 
 
 
 
 
 
  キ 食品ロス削減推進サポーターの育成 
    地域等において食品ロスの削減を担う人材を育成するため、食や環境問題に一定の知見を有した個人や

団体の会員向けの講座の受講を関係団体等に呼び掛け、サポーターの育成を推進した。 
    ※食品ロス削減サポーター制度は、令和４年度に消費者庁が創設。 
    【参考：本市における食品ロス削減推進サポーター ９１人（令和６年１月時点）】 
 

ク 食品ロス削減イベントの開催 
食品ロス削減の日（１０月３０日）の前日に市内中心部において市民を対象としたイベントを開催し、食

品ロス削減に関するクイズやパネル展示、フードドライブなどを実施した。 
＜実施状況＞ 

実施日 イベント名 実施場所 クイズ参加人数 フードドライブ実績 

１０月２９日 スマイル！ひろしま広場 
広島駅南口 

地下広場 
２１７人 １２０個 

ケ 環境イベント等への出展に合わせたクイズ・フードドライブの実施 
環境をテーマとしたイベント等においてブースを出展し、食品ロス削減等に関するクイズやパネル展示

を実施するとともに、フードドライブ（家庭で余っている缶詰やレトルト食品等を持ち寄ってもらい、福祉
団体等に寄付する活動）を実施した。 
＜実施状況＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ エコクッキング教室等の開催 
(ｱ) 広島県栄養士会と連携し、普段は捨てがちな食材の部位や余った

食材を活用した調理方法を紹介するエコクッキング教室を公民館
等で開催した。 
＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：５回 
・ 合計参加者数：６７人 

 
 
 

実施月 イベント名 実施場所 クイズ参加者数 フードドライブ実績 

６月 環境の日「ひろしま」大会 基町クレド １４０人 ２８個 

１０月 
エコロジーマーケット 
環ッハッハｉｎよしじま 

中工場 １６７人 ４４個 

１１月 文教祭 
広島文教大学 

ノムラストアー 
未実施 ５０２個 

１１月 あさきた元気フェスタ 安佐北区役所 未実施 ９０個 

１２月 
南区安全・安心なまちづく

りフェスティバル 

南区役所 

広島産業会館東館 
未実施 ６個 

３月 ぬまたエコ広場 安佐南工場 ３２３人 １０１個 
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   (ｲ) 公民館学習会の「環境問題解決のための事業」等として、エコクッキング等の講座を実施し、食品ロ
スの削減や、日々の生活の中でできる取組について学び、身近な環境について考える機会を提供した。 

    ＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：１９公民館にて２２回 
・ 合計参加者数 ：３０７人 
※ 当該実績は(ｱ)の開催実績分を含む。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ 生ごみリサイクル講習会の開催 
    段ボールやミミズを用いて家庭で

生ごみを堆肥化する方法を紹介する
講習会を公民館等で開催した。 

   ＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：４回 
・ 合計参加者数 ：１１０人 
 

 
 
シ 環境講座の実施 

家庭ごみの分別・減量・リサイクルや食品ロスの削減をテーマとした環境講座を実施した。 
＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：２３回 
・ 合計参加者数：４７８人 

 
  ス 「わたしたちの広島」及び「ごみのおはなし」における周知啓発 
    小学校３・４年生を対象とした学習教材である「わたしたちの広島」と「ごみのおはなし」に、食品ロ

スの現状や身近にできる食品ロス削減の取組等を掲載し、周知啓発を図った。 
 
セ パネル展示の実施 

食品ロスや SDGs、環境等についてのパネル展示を図書館で実施し、食品ロスの削減に向けた実際の行動
を促した。 

   ＜実施状況＞ 
    ・ 令和５年度実績：１８回 
 
  ソ 家庭系廃食用油の回収の促進 
    家庭系廃食用油については、その多くが可燃ごみとして排出・焼

却されており、民間事業者等が廃食用油を回収するとごみの減量や
飼料化・肥料化によるリサイクルにつながるため、この取組につい
てホームページやチラシで広報を行った。 

タ 学生と連携したエコクッキングレシピ・動画作成及びエコクッキング教室の開催 
市内の学生に食品ロス削減につながるエコクッキングレシピ・動画を作成してもらい、市ホームページ等

で紹介するとともに、学生を講師としたエコクッキング教室を開催した。 
 また、大学祭において学生が主体となり、フードドライブを実施した。 
＜実施状況＞ 
 ・ エコクッキングレシピ・動画の作成、エコクッキング教室の開催 

令和５年度は安田女子大学と比治山大学の大学生がエコクッキングレシピを、比治山大学と安田女
子大学の大学生がエコクッキングレシピ動画を作成した。 
また、安田女子大学の学生が講師となったエコクッキング教室を２回開催した。 

・ フードドライブの開催 
   平成２８年度から広島文教大学の大学祭において、学生が主体となりフードドライブを実施してお

り、令和５年度は５０２個の食品の提供があった（４-⑴-ケの表参照）。 
 

 
チ 啓発パネル等の啓発物品の貸出 

ごみの減量・リサイクルや食品ロスの削減をテーマとしたパネルの
貸出しを行った。 
＜実施状況＞ 
 令和５年度実績（パネル貸出）：４回（仁保公民館等で使用） 

 
 
 
 
 
⑵ その他の関連施策 

  ア エシカル消費の普及啓発 
   一人一人の消費行動が、人や社会、環境に影響を及ぼすことに配慮して、消費者が自主的かつ合理的な消

費行動を行うことができるよう、エシカル消費に関する意識を高めるための情報提供や啓発活動等を実施
した。 

   (ｱ) ホームページ及び啓発チラシの作成 
消費生活センターサブサイト上にエシカル消費の実践例等について紹介するページを作成した。また、

チラシを作成し、生協ひろしまの食材配達に併せて配布した。 
 

 (ｲ) 平和記念式典での普及啓発 
広島平和記念式典の冷水サービスにて、エシカル消費に関するパンフレットを配布した。 
 

 (ｳ) 広報紙への掲載 
「日々の行動で未来を変えるエシカル消費」として、日常生活でできるエシカル消費の具体例を３つ

の行動に分けて紹介した。 
 

 (ｴ) 広報番組での啓発（「鈴木福のミミヨリ！ひろしま」9月 10日放送） 
「未来を変える！エシカル消費」として、日常生活でできるエシカル消費の具体例を３つの行動に分

けて紹介した。 
 

(ｵ) TSS「満点ママ」のコーナー「月曜リサーチ 知っとった？」での啓発（9月 4日放送） 
エシカル消費について紹介し、実際に販売店で買い物をする際にエシカル消費を行うためのポイント

を紹介した。 

吉島公民館 

 

戸坂公民館 
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 (ｶ) 啓発動画の作成及び放映 
エシカル消費について紹介する 30 秒の啓発動画を作成し、消費生活センター入口のデジタルサイネ

ージ、基町クレド大型ビジョン及び各種啓発イベントにて放映した。 
 

 (ｷ) 展示ブース出店 
・ 食品ロス削減イベント「スマイル！ひろしま広場」（10月 29日）にて、広島商業高校と連携し、エ
シカル消費の普及啓発活動を実施した。 

・ みなとフェスタ（3月 16日、17日）に出展し、エシカル消費の普及啓発活動を実施した。 
 
イ わ食（和食・輪食・環食）の推進 

    健全な食生活を実践する市民を増やすため、毎月１９日の「わ食の日」を啓発するとともに、様々な機会
や場面を活用した３つの「わ食（和食・輪食・環食）」に関する情報提供を行った。 
(ｱ) 広報紙への掲載及びデジタルサイネージの配信 

第 4次広島市食育推進計画の周知と併せて、「わ食の日」及び「3つの『わ食』」を啓発した。 
   
    (ｲ) ＳＮＳへの投稿 

わ食啓発動画を作成し、毎月 19日「わ食の日」に併せて、広島市公式ＳＮＳ（Ⅹ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、
ＬＩＮＥ）に記事及び動画を投稿した。また、前述の媒体に加えて広島市公式ＹｏｕＴｕｂｅにおいて、
「和食」や「環食」に関する料理レシピの周知を行った。 

 
(ｳ) 各種イベント等での広報 

３つの「わ食」を啓発するチラシを、食品ロス削減イベント「スマイル！ひろしま広場」など様々な
場面で配布した。 

 
  ウ 食農推進事業 

市内産・新鮮・安心な“ひろしまそだち”産品の消費拡大に向け、市民が気楽に食農体験ができる機会を
拡大し、「食」と食を支える「農」に対する理解を深める取組として、食農体験イベントの実施や食農コー
ディネーターの育成などを行った。 

    (ｱ) 食農体験イベントの実施 
       市民を対象とした栽培から収穫、調理・試食までの体験会を実施した。 
     ＜実施状況＞ 
       ・ 令和５年度実績：４回（４品目） 

・ 延べ参加者数 ：１０４人 
 

(ｲ) 食農コーディネーターの育成及び活動支援 
   食農体験の企画・運営を行うための人材の育成研修を実施するとともに、フォローアップ研修につい
ても実施した。 

      これらに加えて“ひろしまそだち”産品情報の提供等も実施した。 
       ＜実施状況＞ 
      ・ 令和５年度食農コーディネーターの認定者数：５５人 
       ・ 食 農 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 活 動 実 績：食農イベント等の実施１３８回 

（市民等の延べ参加者数３，０７３人）  
(ｳ) 農産物栽培展示の実施 

      野菜や水稲の栽培展示を実施した。 
     ＜実施状況＞ 
      令和５年度実績：６か所（区役所、小学校及び民間施設等） 
 

  (ｴ) 「食」と「農」に関する授業の実施 
  小学校が実施する農作物の栽培等について、市職員や農家を講師として派遣した。 

     ＜実施状況＞ 
      令和５年度実績：７回（市内小学校７校） 
 

エ 食育リーフレットの作成 
学校における食育を推進するため、栄養バランスの良い食事や望

ましい生活習慣、食文化、地産地消、食品ロスの削減など、小学１
年生から中学３年生までの各学年の学習内容に応じたテーマで食
育リーフレットを作成し、これを活用した食育の指導を行うことと
しており、令和５年度は、全中学校の２年生、３年生及び全小学校
の５年生に食品ロスをテーマとしたリーフレットを配付した。 
また、リーフレットは保護者向けの内容も掲載しており、家庭へ

の啓発も図った。 
＜記載内容＞ 
・ 中学校２年生 
表面（生徒向け）：日本はたくさんの食料を輸入している一方で食品廃棄も多いこと、また食料自給率や
食品ロス削減に着目させ、食品ロスを減らすためにできることを考えるよう促した。 
裏面（保護者向け）：エコクッキングやフードマイレージ（食料の輸送量に輸送距離をかけあわせた指標）
について紹介した。 

・ 中学校３年生 
表面（生徒向け）：地産地消や食品ロス削減について紹介し、環境に配慮した食生活について考えるよう
促した。 
裏面（保護者向け）：だしをとった食材を廃棄しない給食料理の「ひろしまっこ汁」やエコクッキングに
ついて紹介した。 

・ 小学校５年生 
表面（児童向け）：学校給食で提供している「ひろしまっこ汁」は、だしで使用したちりめんいりこを汁
の実として食べることを例に食品ロス削減について紹介した。 

 
 

  オ 学校における各教科の指導の充実 
    発達段階に応じて、食品ロスへの理解の醸成やその削減に向け主体的な行動を促すことを目的に、各教科

等の学習活動を通じて指導を行った。 
   ＜小学校における教育活動＞ 

社会科：本市の小学校で使用している社会科副読本「わたしたちの広島」で取り扱っている、環境局が市
民を対象として、食品ロスを減らすために実施している「スマイル!ひろしま」キャンペーンについて調
べ、広島市で行われているごみを減らす取組について考える学習活動などを行った。 
家庭科：調理実習を行う際、事前に地産地消や食品ロスについて調べて考える学習を行った上で、野菜の
皮むきや食べ残しを少なくするための切り方を工夫する学習活動などを行った。 

 
＜中学校における教育活動＞ 
社会科：世界の貧困問題について学習する際に、先進国の食品ロスの現状から貧困の起こる理由を考察し、
自分に何ができるかを考える学習活動などを行った。 
技術・家庭科（家庭分野）：食生活について学習する際に、食品ロスや食料自給率等の現状について調べ
た上で、持続可能な食生活のためにどのような工夫をすることができるかを考える学習活動などを行っ
た。 

 
＜高等学校における教育活動＞ 
地理歴史科：食料問題について学習する際に、発展途上国の貧困や飢餓、先進国の食品ロスなどの食料問
題の解決に向けて、各国あるいは国際的にどのような取組をすべきかを考察する学習活動などを行った。 
家庭科：食生活について学習する際に、フードマイレージなど環境に配慮した食生活を実践するとともに、
食品ロスや食料自給率等の現状を踏まえ、持統可能な食生活のためにどのような工夫をすることができ
るかを考える学習活動などを行った。 
 

   ＜学校独自の取組＞ 
広島商業高等学校では、毎年 12 月に開催しているピースデパートにおいて、エシカル消費の啓発として

地域企業と協同で行う地産地消の商品の販売や食品ロスの削減を来場者に提案するなどの取組を行った。 
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５ 事業系生ごみの減量に関する施策の実施状況 
 ⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

ア 「食品ロス削減協力店」の登録・ＰＲ 
量り売りや小分け売りなどに取り組む小売店等と料理の食べきりなどに取

り組む飲食店や宿泊施設を「食品ロス削減協力店」として登録し、市ホームペ

ージでＰＲするとともに、ポスターやステッカーの配布、幟旗の掲出を行った。 
＜登録店舗数（令和６年４月１日現在）＞ 

    計６５６店舗（内訳：飲食店・宿泊施設２２０店舗、小売店等４３６店舗） 
 

イ スーパーマーケット等と連携した「てまえどり運動」の実施 
販売期限が過ぎて廃棄される食品が削減されるよう、買ってすぐ食べる場

合に、商品棚の手前に並べられている消費期限・賞味期限が近い商品や値引き
商品を積極的に選ぶ「てまえどり」を呼びかける運動を実施した。 
＜実施内容＞ 
食品ロス削減協力店のうち小売店等において、「てまえどり」を呼びかける

ポップやポスターを掲示するとともに、店内アナウンスを行うよう、取組を進
めた。 
 

ウ 外食時の食品ロス削減の推進 
(ｱ) 「３０１０運動」（さんまるいちまる運動）の周知 

外食時には食べられる量だけを注文し、料理をお
いしく食べきることや、宴会において、最初の３０分
と最後の１０分は料理を楽しむことで、食べ残しを
減らす「３０１０運動」（さんまるいちまる運動）に
ついて、市ホームページを活用した周知を行った。 

 
(ｲ) 「ぶちええね！食べきりキャンペーン」の実施 

１２～１月の宴会シーズンにかけて「食品ロス削
減協力店」に登録している飲食店等に協力いただき、
料理を食べきった利用客に「広島広域都市圏ポイン
ト（としポ）」を付与する取組「ぶちええね！食べき
りキャンペーン」を実施した。 

＜実施状況＞ 
・ 令和５年度実績：２２店舗 
・ 延べ利用者数：６１人 

 
  エ 環境講座の実施（再掲） 
   
  オ フードバンクに関する周知啓発（再掲） 
 

カ 食品ロス削減推進サポーターの育成（再掲） 
 
キ 勉強会の開催（再掲） 

 
 
⑵ その他の関連施策 

  ア 商品寄贈による社会福祉貢献活動 
令和５年３月１６日に株式会社セブン－イレブン・ジャパン（以下「セブン－イレブン」という。）、広島

市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）、本市との間で「商品寄贈による社会福祉貢献活動に関する協
定」を締結し、この協定の下、セブン－イレブンの県内店舗の閉店・改装時の在庫商品について、市社協へ
の寄贈を通じて、ＮＰＯ法人やボランティア団体等の福祉活動団体等に無償提供することにより、福祉活動
団体等の支援・育成を通じた福祉活動の促進や生活困窮者等への支援に取り組んでおり、本市としてもその
広報活動を担うなど取組の支援を行った。 
＜実施状況＞ 
令和５年度実績：５回（段ボール箱２２４箱分）の商品寄贈があり、福祉活動団体等や生活困窮者等に無償
提供した。 

イ ６次産業化サポート事業 
６次産業化に取り組む農業者、林業者を支援するため、農林産品の加工品製造研修の実施、パッケージ 

デザインや販路開拓などに係るアドバイザーの派遣等を行った。また、アドバイザー派遣により、自社の 
農産物を使用した加工品の開発等の支援し、規格外等の農産物の有効活用にも繋げた。 

   ＜実施状況＞ 
   令和５年度実績（派遣回数）：２回 
 
ウ エシカル消費の普及啓発（再掲） 

  
  エ わ食（和食・輪食・環食）の推進（再掲） 
 
  オ 食農推進事業（再掲） 
   
  カ 食育リーフレットの作成（再掲） 
 
  キ 学校における各教科の指導の充実（再掲） 
 
 
６ 事業系生ごみのリサイクルの促進に関する施策の実施状況 
 ⑴ 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

ア 食品リサイクル・ループ形成に向けた取組 
野菜の皮や芯、魚のあらなどの調理くずや食品ロスを、肥料や飼料にリサイクルし、その肥料や飼料を使

って野菜や魚などを育てる循環型のモデル「食品リサイクル・ループ」の認知度向上に向け、ＰＲ用の本市
オリジナルのロゴを作成しており、このロゴを使用したポップやチラシを事業者に提供した。また、町内会
等を通じて配布するごみ減量啓発チラシにもこの取組を掲載した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

イ 食品リサイクル施設の周知 
本市ホームページに近隣市町の食品リサイクル施設を掲載し、食品関連事業者に周知を図った。 


